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1 °目的

2008年改訂学習指導要領（体育）の基本方針は，学習内容を明確にして，それらをより確かに習得させることで

ある（高橋，2008)．換言すると小・中・高校における体育の教科内容の明確化．体系化が今後進められていくこと

になる．すでに低学力化が生じている大学体育においても教科内容の明確化・体系化を検討しなければならない．

中央教育審議会（2008）は「各専攻分野を通じて培う学士力～学士課程共通の学習成果に関する参考指針～」

を提示し,学士課程教育の構築を求めている．これを受けて各大学では,卒業にあたってのデイプロマ･ポリシー

(学位授与の方針）を具体化・明確化の検討が課せられ，公開が求められている．大学体育においても学士課程

教育における学士力に対応した検討が必要である．

筆者らは2009年より「大学体育における知識・能力の形成」をテーマに継続研究を行ってきた．まず，実態

調査を実施し大学入学時における保健体育教科の知識・実践力を分析した実態調査から導出された大学体育

の課題は補習教育の必要‘性および生涯スポーツ，技術･戦術,総合性,体力などの教科内容検討の必要性であった．

次に課題を基に教科内容を設定し，実験的実践により習得可能性を追求した．同時に一般の大学を対象に大学体

育受講後の学生に対して習得された知識・能力の調査も実施した．

この時点では，大学体育を共通教養，初年次教育，補習教育といった観点から捉え，よりよい大学体育の内容

と方法を構築することを目標としていた．しかし，上記のような学士課程教育問題に関わらずに大学体育を検討

することができなくなった．

そこで，本研究から学士課程教育に対応した大学体育の検討も行っていくことにした．学士課程教育に対応し

た授業内容と方法の検討である．

体育・スポーツ科学の成果つまり専門分野の内容と教養教育を融合させた授業内容を設定し，実験的授業を実

施.検討するものである．実験的授業の具体的な中核的内容は「フットボールの文化論｣｢卓球の生理学｣｢バレー

ボールのバイオメカニクス」などである．

本研究の目的は，「フットボールの文化論」を中核的内容として１５回の実験的授業を実施し，一般的な授業と

比較・検証することを目的とする．

1．対象

実験群

統制群

Ⅱ、方法

２５名（熊本県Ｋ大学１年生）

218名（熊本・佐賀県下の５大学の１年生）

回収率：83.3％

回収率：89.7％

*’平成音楽大学噸２西九州大学＊３中九州知期大学＊４尚綱大学
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2．授業期間

授業期間は実践群，統制群とも

に２０１１年４月から７月までの９０

分授業の１５回である．

3．授業実践概要

実験群の授業概要を表ｌに示し

ている．授業内容は大きく「技術・

戦術的内容」と「文化論的内容」

で構成されている．

「技術・戦術的内容」は，前半７

時間がサッカー（フットサル)，後

半７時間がフラッグフットボール

を教材として構成されている．

どちらの教材も３つの基本的防御

法（プレス，マン，ゾーン）を学び，

それらに対応した攻撃法を実践しな

がら考えていくといったものである．

サッカーに関しては足でのボー

ル操作が難しく，かつ女子にとっ

ては不慣れなこともあり，全時間

にわたってボール操作練習を１０分

程度実施した．

また，同時に並行して演習形式

で「文化論的内容」を学習してい

く．これらは，大まかに隔週にわ

たって同一授業場所で授業前半(約

20分）にプロジェクターや資料等

で各担当班がプレゼンテーション

および質疑・応答，さらには教員

による補足説明等が行われた．

統制群の学生には各大学の教員

によって計画された１５回(各90分）

の授業が実施された．

4．調査内容

1）総合的授業評価
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表ｌ授業実践概要

技術・戦術的内容

ガイダンス

①オリティ（全体計画）
調森（邪前）

②サッカーボール操作
《フラフト》③フラフトのルー
ル説明とゲーム慣れ

①サッカーボール操作
②フラフトのプレ･ケーム（5:5）

①サッカーボール操作
②３つの防御法１

①サッカーボール操作②
３つの防御法２

①サッカーボール操作
②防御法の選択と攻撃（ブロッ
クを中心に）

①サッカーボール操作
②戦術を活かしたリーグ戦

①サッカーポール操作
②戦術・戦略発表会

《サッカー（フットサル)》
①サッカーボール操作
②プレ・ケーム

①サッカーポール操作
②３つの防御法

①サッカーボール操作
②防御法の選択と攻撃

①サッカーボール操作
②戦術・戦略の柵想

①サッカーボール操作
②戦術を活かしたリーグ戦（１）

①サッカーボール操作
②戦術を活かしたリーグ戦（２）

①戦術・戦略発表会
調査（事後）

文化論的内容

フットボール（サッカー，ラグビー，ア
メリカンフットボール）全体の文化論

【l】フットボールの起源と精神
担当：教員

【2】フットボールの伝播・普及過程
担当：４班

【3】フットボールの戦術史・ルール史
担当：５班

【4】フットボールの国際的競技会
担当：３班

【5】フットボールのスポーツ人口（そ
の他の代表的スポーツ含む）
担当：ｌ班

【6】文化的価値と教育的価値
担当：２班

高橋ら(2003)により開発された診断的･総括的授業評価尺度を用いた.授業評価尺度は表2に示すとおり情意目標，

運動目標，認識目標，社会的目標の４領域（20項目）で構成され，総合的にも授業を評価できるものである．

この授業評価は実験群，統制群のすべての学生に対して事前と事後に実施された．

2）スポーツ実践を支える構成要素に関わる知識・技能に関する調査

質問項目は表３に示すとおりスポーツを支える構成要素である技術・戦術，組織・運営，その他要素の３領域

で構成された２０項目である．技術・戦術領域の構成要素は基本技術の名称，攻防の展開の仕方，状況判断，連

携した攻撃，および守備などである．組織･運営領域の構成要素は大会の企画･運営，ルールおよび審判法，ゲー

ム運営などである．その他領域の構成要素は体力向上法，技能の上達過程，歴史的変遷，心理的スキル，実践

するための環境や条件整備などである．

この調査は実験群，統制群のすべての学生に対して事前と事後に実施された．
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２授業評価における質問内容高橋ら(2003） の授蕊評価尺度使用

私は、少し難しい運動でも練習により自信がある。 １

体育では、いろいろな運動が上手にできるようになる。 ２

体育では、みんなが楽しく巡動を行える。 ３

体育でケームを行うときは、ルールを守る。 ４

体育で、「あっ、わかったＩ」「ああ、そうか」と思うことがある。 ５

体育が始まる前は、いつも狼り切っている。 ６

体育では、自分の能力に合った運動ができる。 ７

体育で身体が丈夫になる。 ８

体育では、グループで立てた作職がケームで成功することがしばしばある。 ９

体育では、グループで作戦を立ててケームを行う。 １０

体育でゲームや髄争を行うとき、ずるいことや卑怯なことをして勝とうとは思わない。 1１

体育をすると、機敏に動けるようになる。 １２

体育では、どのようにすれば運動が上手にできるかを考えている。 １３

体育は、友人と仲良くなるよい機会だと思う。 １４

体育では、自分から進んで迦動する。 1５

体育では、鞘一杯迎動することができる。 1６

体育では､上手な人や強いチームを参考して､上手にできる方法を考えることがある。 １７

私は、運動が上手にできるほうだと思う。 1８

体育では、グループの約束ごとを守る。 １９

体育では、ケームの勝敗を素直に漣めることができる。 2０

記20問に対して各々「はい」「どちらともいえない」「いいえ」で回答

３スポ ツ実践を支える構成要素に関わる調査内容

技術や攻防の展開など､種目の特性(特有の面白さ)について説明できる。

蕪本技術の名称や行い方について説明できる。

味方や相手の状況に応じて、基本技術をゲームの中で実践できる。

味方と述挑した攻撃の行い方（戦術）について説明できる。

相手の守側や味方の動きに合わせた攻撃をゲームの中で実践できる。

味方と迎挑した守側の行い方（戦術）について脱明できる。

相手の攻撃や味方の動きに合わせた守傭をゲームの中で実践できる。

悲本技術や戦術の上達に必要な練習計画を立案することができる。

塞本技術や戦術の上達に向けた練習に確実に取り組むことができる。

ルールおよび群判法について説明できる。

ルールおよび審判法に従ったケーム運営ができる。

用器具の使用法や管理法を説明できる。

用器具を適切に使用および管理することができる。

大会を企画したり、試合を運営したりする方法について説明できる。

大会を企画したり、試合を遮営したりすることができる。

棚目に必要な体力要素および体力の高め方について説明できる。

棚目に関わる技能の上達課程について説明できる。

弧目の大まかな雌史的変遷について説明できる。

狐目の実践を通じて猿得できる心理的スキルについて説明できる。

種目を生涯にわたって実践するための環境や条件について説明できる。

旦記20間に対して各々「とてもよく身についている｣｢やや身についている」

あまり身についていない」「まったく身についていない」で回答

3）技術・戦術に関わる技能調査

調査内容は,サッカーとフットボールにおける攻防の技術･戦術に関わる５項目(ボール操作,攻防のコンビネー

ション，攻防のフォーメーション）で構成されている．

この調査は実験群の学生のみが対象で，事前と事後に実施された．

4）教養に融合させたスポーツ科学の専門的内容に関わる調査

調査内容はフットボールの文化論に関わるもので近代スポーツの誕生過程，スポーツの伝播・普及過程，ルー

ル変更と精神，戦術史とルール史，文化的価値と教育的価値の５項目で構成されている．

この調査は実験群の学生のみが対象で，事前と事後に実施された．

Ⅲ結果

1．総合的授業評価

1)授業評価（全体）における事前・事後の変化

授業評価（全体）の事前・事後比較を図ｌに，評価得点を表２に示している．質問項目の詳細は前出の表２に

示している．評価尺度は情意目標，運動目標，認識目標，社会的目標の４領域であるが，その全体を合計し総合
的に比較したものである．

実験群，統制群とも事前調査ではほぼ同様の合計得点を得ていた．このことから，実験群が特別な学生ではな
く，一般的な学生（対象）であったことがわかる．

統制群は異なる大学および異なる教員による授業が行われた２１８名の学生の結果であり，ほぼ一般的な結果
と考えることができる．

実験群，統制群ともに事前に比べてわずかではあるが伸びを示した統計的には有意な差があった．

全体として実験群，統制群とも同様の結果および傾向を示した．

2）各領域別における事前・事後の変化

(1)情意目標

‘情意目標の事前・事後比較を図２に示している．各項目においてプラス評価したもの（＋）を上段（黒色）に

示している．どちらとも判断できないもの（０）を中断（灰色）に示している（以下，「0評価」と呼ぶ)．マイ
ナス評価したもの（－）を下段（白色）に示している（以下，他の３つの目標も同様)．

実験群，統制群ともにプラス評価が増加し，０評価とマイナス評価が減少した．全体的に両群とも同様の傾向
を示したといえる．
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(2)運動目標

運動目標の事前・事後比較を図３に示している．実験群はプラス評価と０評価が増加し，マイナス評価が減少

した．統制群は，プラス評価が増加し，０評価とマイナス評価が減少した．

Ｐ<0.1 P<0０１

表４各授業評価目標の得点6０．００

(3)認識目標

認識目標の事前・事後比較を図４に示している．実験群はプラス評価が増加し，マイナス評価はかなり減少

し，マイナス評価をしたものは誰もいなかった．

統制群は，プラス評価が若干の増加を示し，０評価とマイナス評価はわずかな減少であった．

認識目標に関して，実験群の方がかなり高い評価を受けたことになる．
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(4)社会的目標

社会的目標の事前・事後比較を図５に示している．社会的評価に関しては，実験群，統制群ともに事前におい

てかなり高いプラス評価があった．実験群は０評価が若干増加した．統制群においては，マイナス評価が若干増

加した．
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情意目標 12.60 13.24 12.73 13.15＊

運動目標 11.20 11.76 11.00 11.73＊

認識目標 12.44 1３５６ 12.04 12.56＊

社会的目標 14.56 14.40 14.31 14.21＊

総合 50.80 52.96△ 50.08 51.65＊



2．技術・戦術に関わる技能の変化

サッカー（フットサル）とフラッグフットボールの技術･戦術に関わる技能の変化を各々図６と図７に示している．

図中には「やや身に付いている」以上の技能習得の変化がわかるように矢印を記入している．

技術・戦術に関わる技能として両教材ともパス技能２人によるコンビネーション攻撃の技能，２人によるコンビ

ネーション防御の技能，３人によるフォーメーション攻撃の技能，３人によるフォーメーシヨン防御の技能について

自己評価が課せられた．

サッカー（フットサル）における技能において「身に付いている」と答えた者は，パス技能で事前の約30％に対

して事後は約80％（約50％増)，２人によるコンビネーション攻撃の技能で事前の約20％に対して事後は約60％

(約40％増)，２人によるコンビネーション防御の技能で事前の約１０％に対して事後は約70％（約60％増)，３人に

よるフオーメーシヨン攻撃の技能で事前の約１０％に対して事後は約70％（約60％増)，３人によるフオーメーシヨ

ン防御の技能で事前の約15％に対して事後は約90％(約75％増)とどの技能においてもかなりの伸びを示しており，

有意な差が認められた．特に難しいと思われている３人以上のフォーメーション防御に関して急激な伸びを示した．

フラッグフットボールにおける技能において「身に付いている」と答えた者は，パス技能で事前の約25％に対し

て事後は約80％（約55％増)，２人によるコンビネーション攻撃の技能で事前の約20％に対して事後は約60％（約

40％増),２人によるコンビネーション防御の技能で事前の約5％に対して事後は約70％(約65％増),３人によるフォー

メーシヨン攻撃の技能で事前の約１０％に対して事後は約65％（約55％増)，３人によるフォーメーション防御の技

能で事前の約15％に対して事後は約85％（約70％増）とどの技能においてもかなりの伸びを示しており，有意な

差が認められた．サッカーと同様に特に難しいと思われている３人以上のフォーメーション防御に関して急激な伸

びを示した．

大学体育における知識・能力の形成（８）
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3．スポーツ実践を支える構成要素に関わる知識・技能の変化

スポーツ実践を支える構成要素に関わる知識･技能の変化を図８に示している．図中には｢やや身に付いている」

以上の技能習得の変化がわかるように矢印を記入している．

構成要素は大まかに技術・戦術要素，組織・運営要素，その他要素に分類した．技術・戦術領域の構成要素は

蕪本技術の名称，攻防の展開の仕方，状況判断，連携した攻撃，および守備などである．組織・運営領域の構成

要素は大会の企画・運営，ルールおよび審判法，ゲーム運営などである．その他領域の構成要素は体力向上法，

技能の上達過程，歴史的変遷，心理的スキル，実践するための環境や条件整備などである（詳細は前出の表3)．

構成要素に関わる知識・技能に関して事前調査を見ると全体として統制群の方が高い値を示しており，実験群

の学生は一般より知識・技能が低い学生（対象）だったといえる．

組織･遭営嬰覇

Ｘ 童

戸司戸

その他要撫

Ｘ Ｘ

｢一一可「－ ~１［

止
痢
嬢

事 事前

啄
恥
酔
癖
塞
恥
蝉
諏
》
皿
啄

１

１６８

図８スポーツ実践を支える構成要素に関わる知識・技能

事後 事前 事

議雲耀繍鐸 鮮麗磯熱i瀞
キル、宴鰻するための濁填
や条件整飼など

繍議:職織

事峻

口全く鄭こ付いてL噸1画遮り即ご付いてL唾、園やや邸こ付いている■とでも副こ付いている Ｘ:ｐ＜０

－

－

－

－

－

－

－ ー

_

－

－

一

ロ ー‐．‐－．

馬罵扇匡ニニーーーーョ一再
面面因

FM雨而罵雨湿 ……一一ーーー

｜ＩＩＩｌ
■■■■■■■■■■■■

蝿W懸錨騨踊揮哩■■■■■■■ 胃
' 一 一＝一面一一可一一

ＩＩＩｌＩ
■■■■■■■■■■■■

＝ 誕曇曇麺＝
呈 為一一言

一
一
一 濁

I … ＝－－画＝ーー

｜｜｜｜’
■■■■■■■■I■■■■

１，，１曙f榊蝉無騨鞭識拙拙拙綱鋤…印加､、旧荊2Ml｣鯉聴

鳴蒜馬蒜悪馬子ｺーコニーーョ
騨騨'四個画RH噛晒爾皿恥唾珊咽■ ー

1-1雨雨爾湿 癖…一雨一■画一■画

｜｜｜｜’
■■■■■■■■■■l■■

－ －－２一一一
P Ｉ一一一ヨーヨー一弓一一

愚耐…閏弱、‐

一司一
■■■■

黙 ■ ■ ■
卿Ｉ■■ ■ ■

一

一

■■■■■

一

一

ー

■■■■■

Ｉ■

÷■
』
一
一
一

■■

■■
■■

■■
■ 圃

■-’
－

－

－

－

；

圃

；

圃 ■

、園

；
一

－

一

一 ：

■

園

：



豪

大学体育における知識・能力の形成（８）

技術･戦術要素に関して「身に付いている」と答えた者は実験群では事前の約１０％に対して事後で約75％（約

65％増）とかなり伸びを示し，統制群では事前の約45％に対して事後で約60％（約15％増）であった．

組織･運営要素に関して「身に付いている」と答えた者は実験群では事前の約５％に対して事後で約65％（約

60％増）とかなり伸びを示し，統制群では事前の約35％に対して事後で約50％（約15％増）であった．

その他要素に関して「身に付いている」と答えた者は実験群では事前の約０％に対して事後で約65％（約

65％増）とかなり伸びを示し，統制群では事前の約20％に対して事後で約40％（約20％増）であった．

どの構成要素に関しても実験群，統制群ともに事前・事後間に有意な差が認められた．

4．教養に融合させたスポーツ科学の専門的内容の変化

今回の実験的授業の中核となる教養に融合させたスポーツ科学の専門的内容,つまり「フットボールの文化論」

に関わる変化を図９（サッカー）と図1０（フラッグフットボール）に示しているフットボールの文化論に関

わる内容は，近代スポーツの誕生過程，スポーツの伝播・普及過程，ルール変更と精神，戦術史とルール史，文

化的価値と教育的価値の５領域で構成されている．

1）サッカーに関して

近代スポーツの誕生過程に関して「身に付いている」と答えた者は,事前の約25％に対して事後で約95％（約

70％増）とかなり伸びを示し，有意な差が認められた．スポーツの伝播・普及過程に関して「身に付いている」

と答えた者は,事前の約5％に対して事後で約90％(約85％増)とかなり伸びを示し,有意な差が認められた．ルー

ル変更と精神に関して「身に付いている」と答えた者は，事前の０％に対して事後で約85％（約85％増）とか

なり伸びを示し,有意な差が認められた．戦術史とルール史に関して｢身に付いている」と答えた者は,事前の０％

に対して事後で約90％（約90％増）とかなり伸びを示し，有意な差が認められた．文化的価値と教育的価値に

関して「身に付いている」と答えた者は,事前の１０％に対して事後で約80％（約70％増）とかなり伸びを示し，

有意な差が認められた．
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豪
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図９教養に融合させたスポーツ科学の専門的内容（サッカー）
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2）フラッグフットボールに関して

近代スポーツの誕生過程に関して「身に付いている」と答えた者は，事前の０％に対して事後で約65％（約

65％増）とかなり伸びを示し，有意な差が認められたスポーツの伝播・普及過程に関して「身に付いている」
と答えた者は,事前の約５％に対して事後で約70％(約65％増)とかなり伸びを示し,有意な差が認められた．ルー

ル変更と精神に関して「身に付いている」と答えた者は，事前の５％に対して事後で約70％（約65％増）とか

なり伸びを示し,有意な差が認められた．戦術史とルール史に関して｢身に付いている」と答えた者は,事前の０％

に対して事後で約75％（約７５％増）とかなり伸びを示し，有意な差が認められた文化的価値と教育的価値に

関して「身に付いている」と答えた者は，事前の０％に対して事後で約70％（約65％増）とかなり伸びを示し，
有意な差が認められた．
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図１０教養に融合させたスポーツ科学の専門的内容（フラッグフットボール）
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授業としての成立について

授業とは人間形成を目的とし各教科等の教授・学習過程全体ということができる．授業とは人間形成を目的とし各教科等の教授・学習過程全体ということができる．教科内容と媒体となる教材

との関係にはさまざまな解釈があるが，「教材とは教科内容を教えるために選択された具体的な素材あるいは教

育的に再組織されたもの」という解釈が一般的である．さらに，吉本ら（1981）によれば，教科の基盤となる

学問的知識の体系に依拠した教科内容の系統化が重要とされている．

体育授業とは，体育・スポーツ科学の成果を体系化し精選した教科内容を教材と通して系統的に教授・学習さ

れる過程と考えることができる．しかし，体育科においては内海（1997）が分析しているように1958年改訂「

学習指導要領」から現在までスポーツ・運動種目をいくつかの領域に分類し，その領域（教材）そのものを学習

するというように教科内容と教材が混同して扱われてきた．いわゆる「運動目的論」ともいえる．他教科は一

般的に教科内容を教えるために教材を選択するといった，いわゆる「手段論」といえる．

さらには最近の学士課程教育問題として「学士力」の構成要素としての能力，たとえば，全国大学体育連合
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ほか（2010）が心身の健康や社会的スキルなどが体育で獲得できると主張している．新たな意味での「手段論」

も出現してきている．

本研究では様々な教科内容を持つと考えられる複数の大学を統制群とし，教養に融合させたスポーツ科学の専

門的内容を教科内容としたものを実験群として比較・分析した．

分析には高橋ら（2003）が開発した授業評価尺度をそのまま使用した．結果は，実験群，統制群ともに事前

に比べてわずかではあるが伸びを示し，統計的にも有意な差があった．全体として実験群，統制群とも約80％

の高得点という同様の結果および傾向を示した．分析に用いた評価尺度は．情意，運動。認識，社会の目標領域で

術成されており，体育授業の目標を網羅したものといえるし，すでに確立した授業評価尺度である．

これらのことから，実験群は教養に融合させたスポーツ科学の専門的内容を中核的な教科内容として構成した

め専門的で学習困難とも予想されたが体育授業として成立したことがいえる．さらに，一般的な授業の統制群と

同様の結果であり，かつ高得点であったことから授業として成立するだけでなく，かなり高レベルの授業であっ

たことがいえる．

2．教材の技能および種々のスポーツ構成要素の習得について

本実験的授業の中核となる教科内容は「文化論」であり，しかも教材としてのフットボールに関わらせながら

学んでいくものであった．文化論は体育・スポーツ科学の構成要素ではあるが完全に網羅されているものではな

いので，他の要素がどの程度影響していたかの検討の余地もある．さらに，教材の技術・戦術等に直接的に実践

的に関わるものではなく，技能の向上との関連も検討しておかなければならない．

教材の技能に関してサッカー（フットサル）とフラッグフットボールの両教材ともパス技能，２人によるコン

ビネーション攻撃の技能，２人によるコンビネーション防御の技能，３人によるフオーメーシヨン攻撃の技能，３

人によるフォーメーション防御の技能の５つを分析した

サッカー（フットサル）において「身に付いている」と答えた者は，パス技能で約80％，２人によるコンビ

ネーション攻撃の技能で約60％，２人によるコンビネーション防御の技能で約70％，３人によるフォーメーシヨ

ン攻撃の技能で約70％，３人によるフォーメーシヨン防御の技能で約90％とどの技能においてもかなりの伸び

を示しており，事前・事後間に有意な差が認められた．全体の平均は74％であった．

フラッグフットボールにおいて「身に付いている」と答えた者は，パス技能で約80％，２人によるコンビネー

ション攻撃の技能で約60％，２人によるコンビネーション防御の技能で約70％，３人によるフォーメーシヨン

攻撃の技能で約６５％３人によるフォーメーシヨン防御の技能で約85％とどの技能においてもかなりの伸びを示

しており，事前・事後間に有意な差が認められた．全体の平均は72％であった．

防御技能がかなり高まっているのは，最初に防御戦術の指導がまず行われ，その動き方等がわかっていたため

だと考えられる.攻撃技能は防御の長所･短所を理解したうえで,攻撃を学習していることが大きい.フラッグフッ

トボールではライス（楕円球）型ボールではなく小学生でも扱えるサイズの球形のドッジボールを使用したため

容易にパスを成功させることができたことが最も大きな要因であると考えられる.サッカーのパス技能の向上は，

体育館内のパスケットボールコートを使用して行ったフットサル（５人対５人くうち１人はゴールキーパー＞）

のため，女子でも容易にパスが可能であったことが考えられる．

これらの高い結果（フットボール全体平均73％）は，大学体育（１５回授業）において十分な達成度だと考え

られる．大学体育研究で技能の変化等を報告した研究が少ないうえに，教材や教科内容が異なる研究とは直接比

較・分析することは難しい．同様の大学体育研究で生涯スポーツが中核的な教科内容として組み込み試みられた

水月ら（2009）の授業成果も技能向上がみられており，一致する点も多い．

スポーツ構成要素としての技術・戦術要素に関して「身に付いている」と答えた者は実験群では約75％とか

なり伸びを示し，統制群では約60％であった組織・運営要素に関して「身に付いている」と答えた者は実験

群では約65％とかなり伸びを示し，統制群では約50％であった．その他要素に関して「身に付いている」と

答えた者は実験群では65％とかなり伸びを示し，統制群では約40％であった．全要素を平均すると実験群約

68％,統制群約50％となる．どの構成要素に関しても実験群,統制群ともに事前･事後間に有意な差が認められた．

大学入学時におけるスポーツ構成要素関連の知識・実践力に関してより多くの項目（73項目）について調査

している則元ら（2009）の報告によると，入学時の知識・実践力は約20～30％となっており，両群とも向上し

ていることがわかる．特に実験群は約10％と一般よりはるかに低いレベルから約６８％へとかなりの成果が見ら

れた．
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これらの成果は，フットボールの文化論に関わって学んだ近代スポーツの誕生過程，スポーツの伝播・普及過

程，ルール変更と糖神，戦術史とルール史，文化的価値と教育的価値などが組織・運営やその他の構成要素に影

響した可能性が考えられる．

3．「専門教養」としての大学体育

今回の研究では，学士課程教育における大学体育を検討することを櫛想し，その一部を実験的授業により検証

することが目的であった．ここでは最近の大学体育の論議を踏まえながら，結果を考察していくことにする．

大学教育が大衆化してきたことにより入学時の低学力化が生じている（石井ほか，２００５；石井ほか，２００７；

私立大学情報教育協会，2008)．このような高校までの低学力化は，森（1999）や丸山（2002）が指摘するよう

に大学体育にも影響を及ぼしているほとんどの大学において一般教養（共通教養）としての体育は初年次に配

当されている．初年次教育は学部教育を前提とした初年次と大学教育全体として初年次の検討に分類できるが，

大学体育を大学教育全体として初年次における教養（共通）教育としてみた場合，低学力化は大学全体としての

初年次教育問題に関わるものである．

文部科学省（2008）の報告によれば，全国の約７１％の大学において初年次教育が導入され，全国的に重要な

問題として検討され始めている．

則元ら（2009）も高校までに学ぶべき体育の内容の20～30％程度しか新入生は習得していないと報告してい

るが，このことは初年次教育の一つでもある補習教育にかなり関わる検討課題でもある．大学入学時の体育的学

力が20～30％であれば，高校の延長として系統的に学ぶことは不可能に近い．理数系学生などに関わる補習教

育は小学校から高校まで教科内容が体系化され，系統的な学習体制が構築されているため，どのような教科内容

を補修するのかが特定しやすい．しかし，体育科の場合は体系化された教科書もなく，学習指導要領に大まかに

内容が示されているだけで補習内容を特定しにくい．しかし｡入学時において体育的学力の低下がみられる以上，

低学力対策の一つとして補習教育は重要な

課題である．

日本学術会議（2010）は学士課程教育に

関わって図ｌｌのように大学教育の全体像を

示している．そこでは一般教育（共通基礎

教養）の重要性が主張され，具体的には人

文社会系学生に科学的リテラシー，人文系・

理系学生に社会科学的リテラシー，理系・社

会科学系学生に人文科学的リテラシーなど

が提案されている．

一般教育（共通教養）としての大学体育の

授業研究を大まかに分類すると体力の維持．授業研究を大まかに分類すると体力の維持．図１１日本学術会議（2010）「２１世紀の教養と教養教育」ｐ２０

向上，心身の健康，社会的スキルなどが行

われている．

体力の維持・向上に関する研究として松岡・徳山（1996)，内田・神林（2006)，角南ら（2008)，林ら（2009)，

藤津義彦（2006）などがあり,最近の青少年の体力低下に対して週１回の授業でも効果があると報告されている．

心身の健康に関する研究として橋本ら（2000),堀尾ら（2003),新井野ら（2005),磯貝（2008),橋本ら（2008）

などがあり，ストレス解消効果，抗うつ効果，ポジティブ感情増加，不安低減効果などの効果があったと報告さ

れている．

社会的スキルに関する研究として一宮ら（2003）は他者との関係性を保つ上において重要なコミュニケーショ

ンスキルの低い学生が増えていると報告し，大学の体育授業おいて杉山佳生（2008)，西田・橋本（2009）は感

情表出スキルや共感・援助スキルが向上したと報告している．

しかし，高校までに修得した体育的学力をより深化させる授業研究はほとんどない．

本研究は日本学術会議が示す図１１の専門教養に関わる研究であった．専門教養の一般的解釈は専門教育に関

わる専門的な教養を意味することが多く，一般教育（共通教養）とは必ずしも融合されているものではない．本

研究は，この暖昧な専門教養を検討する初期的な研究課題として体育・スポーツ科学の成果（専門的内容）を従

来の教養と融合させることを試みた実験的授業である．
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体育・スポーツ科学の成果（専門的内容）としてのフットボールの文化論（近代スポーツの誕生過程，スポー

ツの伝播・普及過程，ルール変更と精神，戦術史とルール史，文化的価値と教育的価値の５領域）に関わる学習

成果としての知識・能力は全体を平均して約80％の習得率を示し，平均伸び率は約73％であった．しかも，教

材に関わる技能およびスポーツ構成要素に関わる知識・能力を一般的授業と比較しても優位に高い値を示した．

前述の大学体育に関する体力の維持・向上，心身の健康，社会的スキルなどの研究と同様のｌ年次生対象で授

業期間もほとんど同じではあるが‘授業目標や授業内容が異なるため直接比較することはできない．どの研究も

事前・事後比較において有意な差が認められている．それらに加えて．本研究は一般的授業と比較しているので

より確実な成果として認めることができるといっていい．

Ｖ結 論

本研究の目的は，体育･スポーツ科学の成果つまり専門分野の内容と教養教育を融合させた授業内容を設定し，

実験的授業を実施し,一般的授業と比較･検証するものであった．実験的授業の具体的な中核的内容はフットボー

ルの文化論（近代スポーツの誕生過程，スポーツの伝播・普及過程，ルール変更と精神，戦術史とルール史，文

化的価値と教育的価値の５領域）であった．その結果，以下の知見が得られた．

1．専門分野の内容と教養教育を融合させた授業（中核的内容はフットボールの文化論：近代スポーツの誕生過

程，スポーツの伝播・普及過程，ルール変更と精神，戦術史とルール史，文化的価値と教育的価値の５領域）

に対応した知識・能力は全体を平均して約80％の習得率を示し，平均伸び率は約７３％であり，有意な差が認

められた．

2．教材（サッカーとフラツグフツトボール）の技能は全体を平均して約74％の習得率を示し，平均伸び率は

約７２％であり，有意な差が認められた．

3．種々のスポーツ榊成要素の習得について全要素を平均すると実験群約６８％，統制群約５０％であった．どの

構成要素に関しても実験群，統制群ともに事前・事後間に有意な差が認められた．

4．総合的授業評価の結果は，実験群，統制群ともに事前に比べてわずかではあるが伸びを示した．統計的には

有意な差があった．全体として実験群，統制群とも同様の結果および傾向を示した．これらから，両群とも授

業として成立した．

以上のことから，専門分野の内容と教養教育を融合させた授業（中核的内容はフットボールの文化論：近代ス

ポーツの誕生過程，スポーツの伝播・普及過程，ルール変更と精神，戦術史とルール史，文化的価値と教育的価

値の５領域）は，専門教養に関わる授業内容としての可能性が示唆された．
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